
高木仁三郎市民科学基金 助成研究/研修 会計報告書 報告日 2010/4/21

氏名・ｸﾞﾙｰﾌﾟ名

支 出 単位：円 充当した資金の内訳 単位：円

支 出 費 目 明細・計算根拠など
助成決定時の
支出計画(*1)

実際の
支出金額

高木基金の
助成金を充当

他の助成金
を充当(*2)

自己資金 計

旅 費
国際線往復ならびに日本国内交通費
（実地調査2回分）

260,000 190,895 190,895 190,895

インドネシア国内交通費（同上） 80,000 66,891 66,891 66,891

宿泊費（同上） 70,000 41,271 32,214 9,057 41,271

資料費 0

機材･備品費 0

会議費 0

印刷費 資料コピー費 20,000 10,000 10,000 10,000

協力者謝礼など 地元NGO案内者（マドゥラ×2回） 50,000 40,000 40,000 40,000

同（ムリア×2回*） 30,000 40,000 40,000 40,000

同（バンテン） 20,000 0

外部委託費 0

その他 通信費（電話代など） 10,000 8,000 8,000 8,000

同（インドネシア滞在中通信費） 10,000 17,584 10,000 7,584 17,584

現地協力者によるワークショップ開催
費の補助**

20,000 20,000 20,000

0

0

550,000 434,641 400,000 0 34,641 434,641

(*1) 助成決定時の支出計画の金額を、そのまま記入してください。
(*2) 他に助成金を受けた場合は、明細を下記に記入して下さい。

金額(千円)

合計金額

野川未央
インドネシア民主化支援ネットワーク

助成金の名称

*中間報告の際にご報告したとおり、バンテン県での調査は現段階では不要と判断した。それに代わり、ムリア半島ならびにマドゥラ島での調査
を集中的におこなうことにし、当初の予定では1回のみを予定していたムリア半島での調査も2回に増やした。

**同じくご報告したとおり、バンテン県の協力者への謝礼の予算として考えていた2万円について、今後の反原発活動の具体的課題について検討
する合同のワークショップの交通費を今回の調査研究助成金より補助し（野川自身は日程上参加できなかったため）ワークショップの成果を報告
してもらった。


